
学校評価 1学期の取組から                           

 保護者の皆様には、教育活動に関するアンケート調査にご協力いただき、誠にありがとう

ございました。児童と保護者のアンケート調査の結果をもとに、これまでの教育活動や子ど

もの成長等について振り返りました。以下に、アンケート結果並びに今後の方針等について

お示しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上越市立下黒川小学校 
     第 ７ 号 

令和５年９月５日発行 

Tel.536-2467  FAX.536-6506 学校だより 

まなびあう ～学びを楽しむ子～                   

目標 回答状況 

①「『やってみたい』と学習に取り組んだ」90％以上 児童 96%（保護者 55%） 

②「自分の思いや考えを自分なりの方法（発言、作文、ペア

やグループでの話合い、作品など）で表した。」90％以上 
児童 92%（保護者 88%） 

③「授業が分かる・楽しい」90%以上 児童 91%（保護者 81%） 

④「本を読んだり本で調べたりするのが好き」80%以上 児童 85%（保護者 66%） 

⑤「進んで家庭学習に取り組んだ（低:自分から進んで、中:

自主学習も、高：計画的に）」80％以上 
児童 81%（保護者 56％） 

・「主体的に学習に取り組めた」「自分の思いや考えを自分なりの方法で表現できた」と回答し

た児童の割合が昨年度に比べ増えました。２学期も児童が主体的に学べるように、児童の問い

や感想を授業に生かしたり、多様な人・もの・ことに触れる場を設定したりしていきます。                        

（裏面に続く） 

みとめあう ～かかわりを楽しむ子～                   

目標 回答状況 

①「進んであいさつをした」90%以上 児童 92％（保護者 85%） 

②「様々な活動を通じ、進んで人やものとかかわった」90%以上 児童 96%（保護者 90%） 

③「友達や困っている人にやさしく声をかけた」90%以上 児童 95%（保護者 91%） 

④「心班の活動を楽しんだ」90％以上 児童 91％（保護者 90％） 

⑤「当番や係、委員会の仕事、VS活動に進んで取り組んだ」80％以上 

⑤「お子様は、家の仕事を進んで行っている」80％以上 

児童 98％ 

保護者 65％ 

・あいさつについては、生活朝会で発達段階に応じたスキルを示し、振り返りカードを活用し

たことで、児童が前向きな気持ちであいさつをしていました。２学期もあいさつ運動期間以

外でも積極的にあいさつができるように学級で働きかけていきます。 

・生活科や総合的な学習の時間などの学習活動を通して地域の人々と交流を深めるとともに、

学びを深めています。学校運営協議会で教育活動についてご意見、ご協力をいただきながら

学習を進めることで、地域の方やものとのかかわりを充実することができています。 

・困っている人を見ると性別、学年問わずに声をかける姿が見られます。児童の好ましい行動

は、教職員がしっかり見取り、称賛したり、フィードバックしたりして、好ましい姿が増え

るように取り組んでいきます。 

・１学期は運動会の心班種目など心班活動を楽しむ姿が見られました。２学期は駅伝大会やダ

ンスフェスティバルがあります。メッセージ交換等お互いを認め合う活動を取り入れなが

ら、心温まる活動となるよう取り組んでいきます。 

・学校の活動は意欲的に取り組んでいる児童が非常に多いです。家庭での仕事（お手伝い）に

ついては学校でも働きかけていきますので、ご家庭での声がけ等ご協力をお願いいたしま

す。 

≪ワクワクドキドキが待っている学校≫ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きたえあう ～運動を楽しむ子～                   

目標 回答状況 

①「めあてに向かって進んで運動に取り組んだ」90％以上 児童 91%（保護者 87%） 

②「学校のルールを守り、安全に気を付けて生活した」９0%以上 児童 98%（保護者 85%） 

③「手洗い・うがいや歯磨きなど健康に気を付けて生活した」９0%以上 児童 96%（保護者 77%） 

④「家庭と決めたメディアのルールを守った」80％以上 児童 76%（保護者 55%） 

⑤「給食で苦手なものをがんばって食べた」 80%以上 

 「苦手なものもがんばって食べている」  80％以上 
児童 91% 

保護者 62% 

・体育科授業では、意欲的に運動に取り組む児童の姿が多くみられます。児童の頑張りや記録

の伸びや努力の様子が保護者の皆様に伝わるよう、体育や休み時間の様子を学年だより等で

お知らせしていきます。 

・安全についての回答から児童は意識して生活を送っている様子がうかがえます。しかし、廊

下を走る、階段飛ばしなど日常的な様子からの課題は見られます。２学期も安全のための注

意や声がけを全職員が同一歩調で行うとともに、室内遊びが増えてくる１１月頃に体つくり

委員会がけが予防についても呼びかけを行っていきます。 

・健康については、手洗いや歯磨きなど学校で過ごす時間はよく取り組めています。しかし、

ご家庭での姿との差が見られるようです。ご家庭でも健康習慣が定着するよう、学校でも継

続指導していきますので、ご家庭でのご協力をよろしくお願いいたします。 

・メディアのルールについては、昨年度に比べて、児童・保護者ともに肯定的回答が下がって

います。６月に学校保健委員会でメディアに関する講演会を行いましたが、使用時間や情報

モラルに対する意識を高める機会を繰り返し設定していきます。また、メディアと上手に付

き合っていくためには、ご家庭との連携が必要不可欠です。お子さんと話をしながら「家庭

のルール」の見直しを行ったり、確認したりしていただけたらと思います。 

・「苦手なものもがんばって食べている」について、児童も保護者も昨年に比べ肯定的回答が

高くなりました。給食の様子を見ていると、薄味のものや和食、苦手な食感の食材が提供さ

れると残りがちです。学校では、食べ方のアドバイスや給食時の声がけを継続していきま

す。また、給食だよりや栄養教諭との学習機会を利用して、食への理解を深めていきます。

そして、学習の様子等をお知らせし、ご家庭の取組に生かせるようにしていきます。 

まなびあう ～学びを楽しむ子～             

また、調べたことをまとめたり、感想をかいたり、考えを共有したり、絵や図に表したりす

る際に、iPadを有効的に活用していきます。 

・「分かりやすい」「学ぶことが楽しい」授業をしていくために、対話のある学習を充実させて

いきます。また、校内での公開授業を行い職員同士も対話を通して「学びを楽しむ子」の姿を

明らかにしながら授業改善を行っていきます。 

・読書についての児童の回答も昨年度に比べて高くなりました。定期的に本を借りる機会を設け

たり、図書館司書と連携した学習を実施したりしたことで本に親しむ機会をつくることができ

ました。２学期も引き続き本に親しむ機会をつくっていきます。 

・家庭学習への取組は個人差があります。まずは、家庭学習強調週間の機会に学年に応じた取組

方や内容を児童に意識付けていきます。個人差への対応としては、個別指導の継続とご家庭と

の連携をすることで家庭学習の習慣を育む必要があります。ご家庭での声がけ励まし等、ご協

力をお願いいたします。 

 



学校運営に関する項目や教職員の児童・保護者への適切な対応等に関する項目については、

保護者の皆様から高い肯定的回答（９７％）をいただきました。しかし、配付物について、

宿題や自主学習の見取りについて、電話対応についてはご指摘もいただきました。ご指摘い

ただいたことは全教職員で共有し、改善してまいります。そして、２学期も引き続き児童一

人ひとりへの適切な見取りと支援を大切にして教育活動を推進してまいります。 

 

 

また、アンケートには保護者の皆様よりたくさんのご意見やご感想をお寄せいただきまし

た。その中で、特に以下のことについて対応してまいります。 

 

○下校時のスクールバスの出発時刻について 

 配付されている下校時刻より早くバスが出発しており、バス停で低学年児童が一人になっ

てしまうのではないかと心配であるという声がありました。低学年のみの下校の際、下校

時刻より早まってしまう傾向がありますので、バス運行会社の運転手さんや教育文化グル

ープと連携を取りながら、下校時刻を守って出発するようにしていきます。 

 

○バス通学の欠席連絡について 

 バス通学の欠席連絡がうまく機能しているか心配であるというご意見をいただきました。

１学期は運転手さんの入れ替わりがあり、欠席連絡票について伝わっていないことがあっ

たのだと思います。今後の対応については裏面のように変更いたします。ご覧ください。 

 

○水分補給について 

 毎日水筒を持たせているが、ほとんど飲まずに帰ってくるというご意見をいただきました。

学校では、熱中症対策のため休み時間や体育の時間等水分補給について声がけをしたり、

時間を設けたりしています。２学期も暑い日がしばらく続く予報ですので、引き続き対策

を行うとともに水分補給をしたか確認をしていきます。 

 

〇校外学習の予定について 

 校外学習など通常外の予定が把握しづらいというご意見をいただきました。校外学習につ

いては、見通しをもって計画を立てるとともに、日程や持ち物等の連絡は早めに学年だよ

りや週学習予定を通じて保護者の皆様にお知らせできるように努めてまいります。 

 

○PTA活動について 

 児童数の減少により、今までのどおりの PTA活動活動を続けていくのは難しく、活動内容

の精選等、今後の PTA活動の見直しを行ってほしいというご意見をいただきました。今ま

でも改善を進めてきたところですが、この件につきましては、PTA 本部役員会で今後の話

題にさせていただきます。 

 

 

＊学校へのご意見やご質問等がありましたら、いつでも学校までお知らせください。今後と

もよろしくお願いいたします。  

 

 

 

 



お願い・連絡 

◎熱中症対策について 

 ９月に入りましたが、まだまだ暑い日が続いています。今後も１０月までは暑さが続くと

いう予報も出されています。そこで、駅伝大会が終わるまでは、水筒の持参をお願いいたし

ます。今までもご協力いただいているところですが、今後もよろしくお願いいたします。 

 また、登下校の熱中症対策につきましては、首元を冷やす冷却タオル、日傘等使用してい

ただいて構いません。お子様にあった対策をお願いいたします。 

 

◎欠席連絡票について 

 今まで欠席・遅刻・早退の連絡に使用していた欠席連絡票ですが、伝達がうまくいかない

こともありました。そこで、今後、使用しないこととしました。今後の欠席連絡については、

下記のようにお願いいたします。 

 

 ◎当日の欠席、遅刻の連絡については電話（７:３０以降）でお知らせください。 

 ◎早退、事前にわかっている欠席や遅刻（通院、家の用事等）は、連絡帳で担任へ

お知らせください。 

 

 なお、バス通学の場合は、バスの運転手さんにバスに乗らないことが伝わるように保護者

の方の対応をお願いいたします。 

 

◎教職員の働き方改革に向けた取組について 

７月にも市教育委員会より、学校の「働き方改革」推進パンフレットが配付されました。

下黒川小学校でも子どもたちのために行き届いた教育活動ができるように、働き方の見直し

を進めています。そこで、以下の点について保護者の皆様、地域の皆様からご理解、ご協力

をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 ☆保護者様との面談や支援会議等の時間帯について 

保護者面談や会議等につきましては、原則、勤務時間内に終わるように設定をさ

せていただきます。ご承知おきください。 

 

 ☆学校回線の電話について 

            教職員が学校の電話で対応できる時間を、９月８日（金）から７：３０～１７：

３０とさせていただきます。この時間以外は、電話機に終業メッセージが流れるよ

うに設定されます。（留守番録音の機能がありません。ご容赦ください） 

１７：３０以降に学校に連絡を取りたい場合は、学校緊急電話にお願いいたしま

す。なお、土・日の事故や緊急連絡に関しましては市教育委員会緊急電話への連絡

をお願いいたします。 

            職員からの電話連絡も、基本１７：３０までにさせていただきます。応答がなか

った場合は、職員から再度連絡をさせていただく場合もありますが、１７:３０以降

は、学校の電話がつながらなくなりますのでご了承ください。 

 

勤務時間外連絡先 下黒川小学校緊急電話 ０８０－７１８８－８５２９（教頭が出ます） 

土日や祝日、学校閉庁日連絡先  市教育委員会緊急電話 ０８０－２３７１－０７８１ 



 


